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『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
│
│
日
本
密
教
史
に
お
け
る
癡
兀
大
慧
の
位
置
│
│
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
亀
山
隆
彦
一
序
論
日
本
仏
教
・
密
教
学
界
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
が
、
醍
醐
寺
三
宝
院
流
に
伝
わ
る
聖
教
の
中
で
も
、
古
く
か
ら
偽
撰
が
主
張
さ
れ
る
『
石
室
』
あ
る
い
は
『
纂
元
面
授
』
に
関
し
て
、
小
川
豊
生
氏
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
同
書
﹇
＊
『
建
久
記
』＝
『
石
室
』﹈
は
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
六
月
十
五
日
夜
に
臨
終
直
前
の
勝
賢
か
ら
成
賢
が
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
空
海
撰
「
自
性
法
身
大
灌
頂
伝
法
秘
密
生
起
本
源
」（
空
海
作
の
五
位
図
）
と
、
元
杲
作
「
義
注
秘
決
一
巻
」
と
題
し
た
五
位
図
と
の
二
種
の
図
を
掲
げ
た
あ
と
、
さ
ら
に
実
運
の
口
决
「
面
授
一
巻
」
を
載
せ
て
い
る
。
三
宝
院
流
の
五
位
図
に
か
か
わ
る
秘
義
を
集
約
し
た
も
の
で
、
末
尾
に
は
成
賢
か
ら
道
教
・
憲
深
へ
、
憲
深
か
ら
実
深
へ
、
さ
ら
に
は
後
宇
多
院
や
後
醍
醐
天
皇
へ
と
伝
え
ら
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
【
中
略
】
な
お
、
同
書
中
の
実
運
「
面
授
一
巻
」
の
記
述
は
、『
纂
元
面
授
』
や
本
書
Ⅱ
│
第
一
章
第
３
節
お
よ
び
Ⅳ
│
第
一
章
第
６
節
で
紹
介
し
た
真
福
寺
蔵
『
灌
頂
秘
口
决
』
と
も
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
た
研
究
が
（
 
）
求
め
ら
れ
る
。
１ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
小
川
豊
生
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
現
在
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
建
久
記
』
（
 
）
（
真
福
寺
蔵
本
だ
と
『
石
室
』）
の
詳
細
に
関
し
て
、
傍
線
部
の
通
り
解
説
す
る
。
小
川
氏
に
よ
る
と
、
本
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
性
法
身
（

）
大
灌
頂
伝
法
秘
密
生
起
本
源
」「
義
注
秘
決
一
巻
」
と
題
し
た
二
種
の
「
胎
内
五
位
」
の
図
、
お
よ
び
「
面
授
一
巻
」
と
い
う
文
献
か
ら
（

）
成
り
、
全
体
と
し
て
は
「
重
書
の
趣
」
を
持
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
「
面
授
一
巻
」
は
、『
纂
元
面
授
』
や
『
灌
頂
秘
口
決
』
と
い
っ
た
文
献
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
に
、『
纂
元
面
授
』
は
、
鎌
倉
初
期
の
醍
醐
寺
僧
、
成
賢
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
一
）
に
よ
る
勝
賢
（
一
一
三
八
〜
一
一
九
六
）
の
口
伝
の
記
録
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
聡
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
来
偽
撰
が
疑
わ
れ
、
実
際
、
そ
の
可
能
性
が
非
常
に
高
（

）
い
。『
灌
頂
秘
口
決
』
は
、
同
じ
く
鎌
倉
末
期
の
臨
済
宗
聖
一
派
の
僧
、
癡
兀
大
慧
（
一
二
二
九
〜
一
三
一
二
）
の
晩
年
の
口
決
を
記
録
（

）
し
た
文
献
で
、
こ
ち
ら
は
真
作
と
見
て
間
違
い
な
い
。
今
日
、『
続
真
言
宗
全
書
』
二
三
と
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
字
本
が
収
録
さ
れ
る
が
、「
面
授
一
巻
」（『
石
室
』＝
『
建
久
記
』）
を
除
く
こ
れ
ら
二
書
の
関
連
に
つ
い
て
、
小
川
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
成
賢
が
勝
賢
の
口
授
を
筆
録
し
た
も
の
と
し
て
伝
わ
る
『
纂
元
面
授
』
一
巻
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
﹇46
﹈。
問
フ
、
本
有
ノ
成
道
モ
則
チ
如
二
修
生
一
五
相
五
輪
ノ
成
等
正
覚
ナ
リ
耶
如
何
。
答
フ
、
本
有
ノ
修
生
不
レ
可
レ
カ
ラ
有
二
ル
差
別
一
。
五
相
五
輪
ノ
成
覚
ハ
全
ク
以
テ
同
ジ
也
。
文
ニ
云
ク
、
二
水
和
合
シ
テ
成
二
ズ
一
円
塔
一
ヲ
、
転
声
三
業
相
通
ス
ト
。
当
レ
シ
知
ル
此
ノ
虚
円
月
輪
ハ
三
十
七
尊
八
葉
九
尊
ト
ナ
リ
、
惣
体
能
生
万
法
之
本
源
也
。
【
前
略
】
じ
つ
は
こ
れ
と
同
文
が
本
書
Ⅱ
│
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
、
癡
兀
大
慧
（
仏
通
禅
師
）
の
自
筆
の
巻
子
を
嘉
暦
二
年
（
一
２
三
二
七
）
に
能
信
が
伊
勢
に
お
い
て
書
写
し
た
安
養
寺
流
の
口
決
集
『
灌
頂
秘
口
决
』
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
右
の
文
に
（
 
）
つ
づ
い
て
胎
内
五
位
図
が
掲
げ
ら
れ
（
本
書
Ⅳ
│
第
一
章
第
６
節
参
照
）、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
【
後
略
】
引
用
文
中
で
言
及
す
る
『
纂
元
面
授
』
の
原
文
に
つ
い
て
、
同
じ
も
の
が
、『
灌
頂
秘
口
決
』
に
も
「
引
か
れ
」
る
と
あ
る
が
ど
う
い
（

）
（

）
う
こ
と
か
。
菊
地
大
樹
氏
に
よ
る
と
、『
灌
頂
秘
口
決
』
は
、
長
短
あ
わ
せ
て
計
六
七
の
問
答
か
ら
成
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
中
の
第
五
の
問
答
が
、
先
の
『
纂
元
面
授
』
の
文
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
の
上
で
、
小
川
氏
は
、『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』、
さ
ら
に
『
建
久
記
』（＝
『
石
室
』）
の
「
面
授
一
巻
」
（
儗
）
を
「
一
括
し
た
研
究
」
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
い
っ
た
小
川
氏
の
問
題
提
起
を
踏
ま
え
て
、
特
に
『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
関
係
に
注
目
し
、
そ
の
結
び
つ
き
の
実
態
・
意
義
を
検
討
す
る
。
以
前
、
類
似
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
特
に
「
本
（
儘
）
有
」
の
語
の
理
解
に
注
目
し
て
議
論
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
①
語
句
や
言
い
回
し
の
細
か
な
違
い
を
除
き
、『
灌
頂
秘
口
決
』
巻
上
と
中
の
内
容
、
具
体
的
に
は
、
全
六
七
問
答
中
の
四
〜
三
九
問
答
が
、『
纂
元
面
授
』
の
内
容
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る
。
②
二
書
の
成
立
時
期
、
類
似
点
と
相
違
点
、
癡
兀
大
慧
の
他
の
著
作
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
と
、『
灌
頂
秘
口
決
』
が
『
纂
元
面
授
』
を
参
照
し
た
と
考
え
る
の
は
難
し
く
、
後
者
が
前
者
に
基
づ
い
た
可
能
性
が
高
い
。
②
に
挙
げ
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
う
少
し
補
足
し
て
お
く
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
伊
藤
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
纂
元
面
授
』
の
成
立
は
、
早
く
と
も
一
三
一
八
年
で
あ
る
。
対
し
て
『
灌
頂
秘
口
決
』
は
、
癡
兀
大
慧
が
死
去
す
る
一
三
一
二
年
以
前
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
内
容
を
比
べ
る
と
、『
灌
頂
秘
口
決
』
だ
け
に
あ
っ
て
『
纂
元
面
授
』
に
は
な
い
記
述
は
多
数
だ
３ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
が
、
そ
の
逆
は
、
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。
加
え
て
『
纂
元
面
授
』
の
場
合
、
細
か
な
部
分
で
語
句
の
不
統
一
も
目
立
つ
。
第
三
に
、
同
じ
く
内
容
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
「
本
有
」
に
関
す
る
理
解
等
、『
灌
頂
秘
口
決
』
の
主
張
は
、『
十
牛
訣
』
や
『
東
寺
印
信
等
口
決
』
等
、
癡
兀
大
慧
の
他
の
著
述
に
も
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、『
纂
元
面
授
』
は
、
癡
兀
大
慧
と
臨
済
宗
聖
一
派
、
ま
た
は
同
僧
に
端
を
発
す
る
法
流
で
あ
る
「
安
養
寺
流
」
と
も
（
儙
）
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
も
後
述
す
る
が
、
以
上
の
結
果
は
、『
纂
元
面
授
』
の
著
者
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
栂
尾
祥
雲
氏
、
守
山
聖
真
氏
は
、
主
に
内
容
面
か
ら
『
纂
元
面
授
』
の
記
者
を
成
賢
と
判
断
す
る
が
、
第
一
に
そ
れ
は
首
肯
で
き
な
い
。
ま
た
、『
纂
元
面
授
』
の
偽
撰
を
主
張
す
る
伊
藤
氏
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
流
の
中
の
報
恩
流
に
属
す
る
真
（
儚
）
言
僧
を
著
者
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
も
改
め
て
考
察
が
必
要
と
考
え
る
。
最
後
に
本
稿
の
構
成
を
述
べ
て
お
く
と
、
全
五
章
か
ら
な
る
。
続
く
第
二
章
で
『
纂
元
面
授
』
の
来
歴
と
概
要
、
第
三
章
で
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
来
歴
と
概
要
を
確
認
す
る
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
第
四
章
で
、『
灌
頂
秘
口
決
』
と
『
纂
元
面
授
』
の
比
較
を
行
う
。
残
っ
た
第
五
章
は
、
結
論
で
あ
る
。
二
『
纂
元
面
授
』
の
来
歴
と
概
要
１
『
纂
元
面
授
』
の
来
歴
第
一
に
、『
纂
元
面
授
』
の
来
歴
を
確
認
し
て
お
く
と
、
本
書
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
識
語
が
見
え
る
。
本
記
ニ
云
ク
、
成
賢
、
以
二
テ
不
屑
之
身
一
ヲ
次
二
キ
付
法
之
正
統
一
ヲ
、
酌
二
ム
当
流
之
淵
源
一
ヲ
。
黷
二
コ
ト
院
家
之
貫
首
一
ヲ
、
在
レ
リ
恐
レ
在
レ
リ
憚
、
恐
棘
恐
４
棘
。
抑
モ
此
ノ
秘
口
者
、
総
シ
テ
ハ
東
寺
一
門
事
相
教
相
之
大
綱
、
別
シ
テ
ハ
院
家
相
承
之
修
行
ノ
要
意
肝
心
也
。
代
代
最
後
之
口
授
ハ
未
レ
タ
記
二
セ
翰
墨
一
ニ
。
雖
レ
モ
然
リ
ト
、
予
愚
昧
之
間
、
於
二
テ
師
主
僧
正
御
前
一
ニ
記
レ
ス
之
ヲ
。
仰
セ
ニ
曰
ク
、
祖
師
三
宝
院
僧
正
ハ
究
二
メ
三
師
之
三
重
一
ヲ
、
為
二
ル
一
門
東
寺
之
長
者
一
ト
。
至
二
リ
テ
ハ
多
流
他
門
一
ニ
敢
テ
以
テ
無
二
キ
偏
執
一
歟
。
可
二
ク
シ
テ
授
与
一
ス
無
レ
ケ
レ
ハ
機
者
、
入
二
レ
箱
底
一
ニ
可
四
シ
納
二
メ
埋
三
ム
地
中
一
ニ
。
教
誡
等
、
再
三
之
間
感
涙
数
変
落
シ
畢
ヌ
。
（
儛
）
沙
門
成
賢
記
ス
之
ヲ
鎌
倉
初
期
の
醍
醐
寺
僧
で
あ
る
成
賢
が
付
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
伝
授
の
識
語
だ
が
、
そ
の
記
述
内
容
に
従
う
な
ら
、
成
賢
が
自
ら
の
（
儜
）
「
師
主
僧
正
」、
つ
ま
り
勝
賢
よ
り
相
承
し
た
「
秘
口
」
を
記
録
し
た
も
の
が
、
本
書
『
纂
元
面
授
』
で
あ
る
。
同
じ
く
成
賢
の
識
語
に
よ
る
と
、
こ
の
『
纂
元
面
授
』
は
、
総
じ
て
い
え
ば
東
寺
一
門
に
伝
わ
る
「
事
相
教
相
之
大
綱
」
の
こ
と
で
、
別
し
て
い
え
ば
醍
醐
寺
三
宝
院
で
相
承
す
る
「
修
行
ノ
要
意
肝
心
」
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
代
代
最
後
之
口
授
」
は
、
通
常
記
録
に
残
る
こ
と
は
な
い
が
、
成
賢
は
「
愚
昧
之
間
」
に
、
師
で
あ
る
勝
賢
の
前
で
こ
れ
を
記
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
「
機
」
の
者
が
い
な
け
れ
ば
、「
靴
箱
」
に
入
れ
て
、
地
中
に
埋
め
る
よ
う
厳
し
く
誡
め
る
。
続
い
て
、
成
賢
以
降
の
『
纂
元
面
授
』
の
相
承
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
末
尾
に
次
の
よ
う
な
文
を
掲
載
す
る
。
御
記
ニ
云
ク
後
宇
多
院
大
覚
寺
殿
此
ノ
決
者
、
遍
智
院
僧
正
受
二
ケ
テ
師
主
覚
洞
院
僧
正
勝
賢
ノ
口
授
一
ヲ
所
二
注
記
一
ス
ル
也
。
仍
テ
成
賢
僧
正
秘
蔵
之
余
リ
、
都
テ
以
テ
不
レ
シ
テ
能
レ
ハ
授
ク
ル
而
入
二
レ
納
三
メ
赤
ノ
漆
ノ
箱
一
ニ
、
深
ク
納
二
メ
置
三
キ
護
摩
堂
一
ニ
畢
ヌ
。
経
二
タ
ル
年
月
一
ヲ
之
後
、
実
深
僧
正
貫
首
之
時
不
慮
ニ
見
出
シ
畢
ヌ
。
偏
ニ
以
テ
、
大
師
三
宝
鎮
守
権
現
之
加
護
冥
助
也
。
自
二
リ
実
深
僧
正
一
以
来
至
二
ル
憲
淳
僧
正
一
ニ
。
僧
正
為
二
ル
師
主
一
ト
之
間
、
乍
レ
ラ
入
二
レ
赤
ノ
漆
ノ
箱
一
ニ
令
三
ム
伝
二
授
セ
予
一
ニ
。
云
ク
彼
ノ
僧
正
以
二
テ
ハ
写
本
一
ヲ
止
二
ム
ヘ
キ
胸
一
ニ
之
由
、
申
ス
之
ヲ
云
云
。
一
門
之
諸
流
並
ヒ
ニ
他
門
之
学
５ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
徒
、
不
レ
知
二
ラ
名
字
一
ヲ
モ
。
何
ニ
況
ヤ
於
二
一
見
一
ヲ
哉
。
仍
テ
令
三
メ
伝
二
授
セ
性
円
二
品
親
王
一
ニ
畢
ヌ
。
（
儝
）
文
保
二
年
三
月
二
十
一
日
こ
ち
ら
は
、
後
宇
多
院
（
一
二
六
七
〜
一
三
二
四
）
に
よ
る
伝
授
識
語
と
伝
え
ら
れ
る
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
成
賢
は
、
先
ず
こ
の
『
纂
元
面
授
』
を
秘
蔵
し
、
後
継
者
で
あ
る
報
恩
院
憲
深
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
三
）
も
含
め
て
、
誰
に
も
そ
れ
を
授
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
赤
い
漆
の
箱
に
入
れ
て
、
醍
醐
寺
の
護
摩
堂
の
奥
に
納
め
置
い
た
。
そ
の
後
、
憲
深
か
ら
報
恩
院
を
継
承
し
た
実
深
（
一
二
〇
六
〜
一
二
七
七
）
が
、
醍
醐
寺
の
「
貫
首
」（
座
主
）
で
あ
っ
た
時
に
再
度
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
憲
淳
（
一
二
五
八
〜
一
三
〇
八
）
に
至
り
、
後
宇
多
院
に
ま
で
伝
授
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
保
二
年
（
一
三
一
（
儞
）
八
）
三
月
二
一
日
に
は
、
性
円
親
王
（
一
二
九
二
〜
一
三
四
七
）
に
伝
え
ら
れ
た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
『
纂
元
面
授
』
の
基
本
的
な
性
格
に
関
し
て
、
守
山
聖
真
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
此
の
纂
元
面
授
の
真
実
性
如
何
で
あ
る
が
、
こ
の
書
は
首
尾
一
貫
し
て
他
の
偽
書
に
見
る
よ
う
な
矛
盾
と
破
端
と
が
な
い
。
論
理
並
然
、
文
体
ま
た
当
時
の
風
を
伝
え
、
且
つ
完
備
し
て
お
る
よ
う
に
見
え
、
更
に
古
く
か
ら
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
お
る
の
で
遍
智
院
（
償
）
﹇
＊
成
賢
﹈
の
口
と
見
て
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
守
山
氏
は
、
主
に
『
纂
元
面
授
』
の
内
容
面
に
注
目
し
、
そ
こ
に
「
他
の
偽
書
」
の
よ
う
な
記
述
の
矛
盾
、
あ
る
い
は
論
理
的
な
破
綻
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
書
を
成
賢
に
よ
る
も
の
と
主
張
す
る
。
こ
の
守
山
氏
の
見
解
に
関
し
て
、
思
想
・
教
学
研
究
の
視
点
か
ら
頷
け
る
部
分
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
客
観
的
な
証
拠
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
守
山
氏
の
主
観
的
な
理
解
と
い
う
印
象
も
否
め
な
い
。
６
そ
の
一
方
で
、
伊
藤
氏
は
、
①
後
宇
多
院
に
よ
る
伝
授
の
識
語
が
、
既
に
偽
書
と
判
ぜ
ら
れ
る
『
須
秘
口
決
事
』
の
そ
れ
に
近
似
す
る
（
儠
）
こ
と
、
②
内
容
も
そ
の
別
伝
と
判
断
で
き
る
こ
と
、
③
醍
醐
寺
報
恩
院
流
の
伝
書
と
い
い
な
が
ら
、
同
流
の
初
祖
で
あ
る
憲
深
は
見
て
い
（
儡
）
（
儢
）
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、『
纂
元
面
授
』
は
、「
や
は
り
偽
書
と
見
な
す
の
が
妥
当
」
と
結
論
付
け
る
。
加
え
て
、
そ
の
成
立
時
期
も
、
（
儣
）
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
以
降
と
推
定
す
る
。
こ
の
先
の
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
、
筆
者
の
基
本
的
な
見
解
も
、
伊
藤
氏
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
２
『
纂
元
面
授
』
の
概
要
続
い
て
『
纂
元
面
授
』
の
概
要
で
あ
る
。
最
初
に
叙
述
の
形
式
を
紹
介
す
る
と
、「
師
主
面
授
ニ
云
ク
」
の
語
か
ら
始
ま
る
序
文
、
お
よ
（
儤
）
び
前
述
の
識
語
を
除
く
本
文
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
問
答
形
式
で
記
さ
れ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
解
説
す
る
と
、
本
文
は
、
計
二
九
の
問
答
か
ら
成
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
だ
が
、
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
る
次
の
文
と
も
関
連
し
て
、
灌
頂
儀
礼
の
解
釈
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
と
指
摘
で
き
る
。
（
儥
）
夫
レ
伝
法
灌
頂
ト
者
、
南
天
開
塔
之
元
初
、
東
寺
一
門
之
大
旨
ナ
リ
。
是
密
宗
之
本
源
当
流
之
肝
髄
豈
不
レ
然
ラ
乎
。
付
言
す
る
と
、
数
あ
る
灌
頂
の
中
で
も
、
特
に
醍
醐
寺
三
宝
院
流
で
重
視
さ
れ
た
三
重
相
伝
に
よ
る
灌
頂
の
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る
。
三
重
相
伝
に
よ
る
灌
頂
と
は
、
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
（
三
重
）
を
用
い
て
、
大
日
如
来
の
計
三
種
の
印
契
と
五
種
の
真
言
を
弟
子
に
伝
授
す
（
儦
）
る
灌
頂
の
こ
と
で
あ
る
。『
纂
元
面
授
』
で
は
、
そ
の
一
々
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
第
一
に
胎
金
両
部
の
大
日
如
来
が
「
自
証
」
を
離
れ
、「
化
他
ノ
大
行
」
に
赴
く
プ
ロ
セ
ス
を
象
徴
し
、
さ
ら
に
、
性
行
為
の
結
果
と
し
て
男
女
の
赤
白
二
渧
が
結
合
し
、
そ
こ
か
ら
胎
生
の
過
程
が
始
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
も
説
く
。
７ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
つ
ま
り
、
三
重
相
伝
の
灌
頂
に
仲
介
さ
れ
る
形
で
、
法
身
大
日
如
来
の
「
成
道
ノ
始
終
」
と
、
衆
生
の
存
在
の
基
盤
で
あ
る
「
輪
廻
受
生
ノ
初
後
」
が
直
接
結
び
付
け
ら
れ
る
。
加
え
て
『
纂
元
面
授
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
三
重
相
伝
の
灌
頂
の
背
景
と
な
る
各
種
思
想
・
教
学
、
例
え
ば
「
本
有
」
の
概
念
や
「
行
位
」
に
関
し
て
も
、
複
雑
な
議
論
を
展
開
す
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
本
文
の
記
述
の
中
に
、
赤
白
二
渧
あ
る
い
は
「
二
根
交
会
」
と
い
っ
た
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
守
山
氏
は
、
同
じ
く
『
纂
元
面
授
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。
舎
利
蓮
華
由
二
瑜
伽
法
中
一
者
、
理
智
父
母
ノ
二
根
交
会
シ
、
和
合
相
応
ス
ル
ナ
リ
、【
中
略
】
と
云
う
の
は
立
川
邪
流
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
立
川
流
な
る
も
の
が
邪
教
の
本
源
と
す
れ
ば
、
此
の
纂
元
面
授
の
説
は
立
川
流
的
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
根
本
理
念
を
端
的
に
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
又
立
川
流
の
根
本
教
典
と
も
云
え
る
。
此
の
思
想
が
三
宝
院
流
の
嫡
流
の
覚
洞
院
勝
賢
、
遍
智
院
成
賢
、
蓮
蔵
院
実
深
、
報
恩
院
憲
深
と
相
承
し
て
来
た
の
で
は
、
浄
不
浄
を
論
議
す
る
範
囲
を
（
儧
）
既
に
超
越
し
て
居
る
。
（
儨
）
引
用
文
中
の
「
立
川
流
」
に
つ
い
て
、
も
と
は
一
二
世
紀
の
初
頭
以
降
、
関
東
に
実
在
し
た
真
言
密
教
の
一
流
派
を
指
す
が
、
他
方
（
儩
）
で
、
性
欲
に
関
連
す
る
教
え
を
説
き
勧
め
た
と
し
て
非
難
さ
れ
る
想
像
上
の
グ
ル
ー
プ
、
真
言
密
教
の
「
異
端
」
流
派
も
意
味
す
る
。
無
論
、
守
山
氏
は
後
者
の
意
で
、
立
川
流
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
守
山
氏
の
評
価
に
反
し
て
、
右
に
述
べ
た
（
優
）
よ
う
な
灌
頂
解
釈
は
、
癡
兀
大
慧
『
灌
頂
秘
口
決
』
に
も
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
８
三癡
兀
大
慧
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
１
癡
兀
大
慧
に
つ
い
て
引
き
続
き
、
癡
兀
大
慧
（
以
下
、
大
慧
）
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
詳
細
を
確
認
し
て
い
く
。
大
慧
は
、
東
福
寺
の
開
山
で
あ
る
円
爾
（
一
二
〇
二
〜
一
二
八
〇
）
の
高
弟
の
一
人
で
、
自
身
も
そ
の
第
九
世
住
持
を
つ
と
め
た
鎌
倉
末
期
の
臨
済
宗
聖
一
派
の
僧
で
あ
る
。
呼
称
と
し
て
「
仏
通
禅
師
」
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
諡
号
で
あ
る
。
同
じ
く
禅
宗
思
想
史
に
お
け
る
大
慧
の
位
置
づ
け
を
鑑
み
る
に
、
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）、
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
以
後
の
「
宋
朝
禅
」
の
定
着
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
と
み
な
し
う
る
。
既
に
様
々
な
先
行
研
究
で
概
観
す
る
通
り
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
〜
一
二
八
六
）、
一
山
一
寧
（
一
二
四
七
〜
一
三
一
七
）
等
、
中
国
の
高
名
な
禅
僧
が
立
て
続
け
に
来
日
す
る
一
方
で
、
無
関
普
門
（
一
二
一
二
〜
一
二
九
一
）、
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
〜
一
三
〇
八
）
と
い
っ
た
日
本
人
僧
も
積
極
的
に
中
国
に
渡
り
、
同
地
の
禅
を
学
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
経
て
、
鎌
倉
後
期
に
は
「
禅
宗
」
に
関
す
る
日
本
国
内
の
情
報
は
爆
発
的
に
増
大
し
、
こ
の
時
期
、
同
宗
は
よ
う
や
く
日
本
定
着
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
中
の
大
慧
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
伊
吹
敦
氏
が
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
禅
僧
た
ち
は
、
た
と
え
日
本
人
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
全
て
中
国
で
禅
を
学
ん
だ
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
叢
林
で
出
世
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
の
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
修
学
の
み
で
著
名
と
な
っ
た
禅
僧
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
代
表
的
な
人
物
と
し
て
は
、
東
福
円
爾
の
法
嗣
で
伊
勢
に
安
養
寺
な
ど
を
開
い
た
癡
兀
大
慧
、
後
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
で
無
学
祖
元
の
法
嗣
と
な
っ
た
高
峰
顕
日
（
仏
国
国
師
、1241-1316
）、
東
山
湛
照
の
法
嗣
で
、
一
山
９ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
（
儫
）
一
寧
ら
に
も
師
事
し
た
虎
関
師
錬
（1229-1312
）
な
ど
が
あ
る
。
加
え
て
、
末
木
文
美
士
氏
は
、
大
慧
の
思
想
の
特
質
に
関
し
て
「
円
爾
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
に
密
教
を
摂
取
し
、
安
養
寺
流
を
（
儬
）
築
い
た
の
は
大
通
禅
師
癡
兀
大
慧
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
臨
済
宗
の
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
密
教
に
も
深
く
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
慧
と
密
教
の
関
わ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
伝
記
で
あ
る
『
仏
通
禅
師
行
状
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。
円
爾
に
入
門
す
る
以
前
、
大
慧
は
、「
台
衡
徒
」
と
し
て
「
八
宗
」
の
学
を
広
く
学
び
、
そ
の
中
で
も
「
密
学
」
に
精
通
し
「
発
明
」
す
る
と
こ
（
儭
）
ろ
も
多
か
っ
た
。
当
時
の
「
東
台
両
家
ノ
密
者
」
は
、
そ
の
よ
う
な
大
慧
の
知
識
を
「
平
等
義
」
と
呼
ん
で
称
讃
し
た
。
す
な
わ
ち
、
天
台
の
学
僧
な
が
ら
真
言
の
教
え
に
も
等
し
く
通
じ
、
そ
の
知
識
は
真
言
僧
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
東
福
寺
の
第
九
世
住
持
を
つ
と
め
る
傍
ら
、
伊
勢
の
地
に
大
福
と
安
養
の
二
寺
を
開
き
、
後
代
「
安
養
寺
流
」
と
呼
ば
れ
る
こ
（
儮
）
と
に
な
る
独
自
の
法
流
を
形
成
し
、
密
教
と
禅
の
兼
学
を
奨
励
し
た
。
今
日
、
寶
生
院
大
須
観
音
真
福
寺
に
伝
わ
る
『
東
寺
印
信
等
口
決
』『
灌
頂
秘
口
決
』『
菩
提
心
論
随
文
正
決
』
と
い
っ
た
文
献
は
、
こ
の
安
養
寺
流
が
伝
え
て
き
た
秘
説
を
め
ぐ
る
大
慧
の
著
述
で
あ
（
儯
）
る
。
２
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
概
要
次
に
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
書
誌
情
報
を
紹
介
す
る
と
、
大
須
観
音
真
福
寺
寶
生
院
に
、
以
下
の
四
種
の
写
本
が
伝
わ
る
。
（
儰
）
①
寂
雲
所
持
本
を
能
信
・
祐
禅
で
分
担
し
書
写
し
た
も
の
（
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
三
月
）
②
寂
雲
所
持
本
の
書
写
を
、
さ
ら
に
能
信
が
写
し
た
も
の
（
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
正
月
）
１０
③
寂
雲
所
持
本
の
書
写
を
、
さ
ら
に
祐
禅
が
写
し
た
も
の
（
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
四
月
）
④
新
写
本
こ
の
中
③
に
掲
載
さ
れ
た
識
語
に
よ
れ
ば
、『
灌
頂
秘
口
決
』
は
「
先
師
仏
通
禅
師
大
和
尚
最
後
御
口
決
」、
つ
ま
り
大
慧
の
臨
終
最
後
の
口
決
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
詳
し
い
撰
述
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
三
一
二
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
加
え
て
、
奥
書
に
「
三
宝
院
灌
頂
秘
口
決
」
の
語
が
見
え
る
が
、
菊
地
大
樹
氏
に
よ
る
と
、『
灌
頂
秘
口
決
』
に
記
さ
れ
る
秘
説
は
真
言
小
野
流
、
そ
の
中
で
も
金
剛
王
院
流
相
伝
の
三
宝
院
流
（
覚
智
方
）
に
由
来
す
る
と
い
う
。
さ
て
、
本
書
の
内
容
に
関
し
て
も
、
菊
地
大
樹
氏
が
次
の
通
り
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
書
は
、
長
短
合
わ
せ
て
六
七
番
の
問
答
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
答
は
あ
る
体
系
的
な
構
想
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
問
い
に
対
す
る
答
え
が
さ
ら
に
次
の
問
答
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
繰
り
返
し
の
も
と
に
進
め
ら
れ
【
後
略
】
本
書
の
外
題
は
「
灌
頂
秘
口
決
」
で
あ
り
、
冒
頭
に
は
灌
頂
の
次
第
や
そ
の
意
味
付
け
に
つ
い
て
、
図
を
用
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
議
論
は
次
第
に
灌
頂
儀
礼
そ
の
も
の
の
事
相
教
相
か
ら
は
離
れ
て
、
よ
り
本
質
的
な
密
教
の
教
主
論
（
仏
身
論
）
あ
る
い
は
顕
・
密
・
禅
の
教
判
論
な
ど
に
移
っ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
本
書
は
、
単
な
る
灌
頂
儀
礼
に
関
す
る
秘
事
口
伝
な
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
始
め
て
、
灌
頂
の
背
景
に
あ
る
教
理
や
、
儀
礼
に
象
徴
さ
れ
る
密
教
説
の
肝
要
を
語
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
（
儱
）
で
き
よ
う
。
先
に
述
べ
た
通
り
、『
灌
頂
秘
口
決
』
の
本
文
は
計
六
七
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
問
答
の
中
、
同
じ
く
先
に
紹
介
し
た
三
１１ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
重
相
伝
に
よ
る
灌
頂
儀
礼
を
中
心
に
、
真
言
密
教
の
事
相
と
教
相
の
両
方
に
ま
た
が
る
多
種
多
様
な
話
題
に
関
し
て
、
議
論
が
試
み
ら
れ
る
。
四
『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
関
係
最
初
に
、
序
論
で
紹
介
し
た
『
纂
元
面
授
』
の
第
二
問
答
を
例
に
、『
灌
頂
秘
口
決
』
と
の
記
述
の
一
致
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
確
認
し
て
お
く
。
ⅰ
）『
纂
元
面
授
』
第
二
問
答
問
フ
、
本
有
ノ
成
道
モ
則
チ
如
二
修
生
一
ノ
五
相
五
輪
ノ
成
等
正
覚
ナ
ル
耶
、
如
何
。
答
フ
、
本
有
ノ
修
生
不
レ
可
レ
カ
ラ
有
二
ル
差
別
一
。
五
相
五
輪
ノ
成
覚
ハ
全
ク
以
テ
同
ジ
也
。
文
ニ
云
ク
、
二
水
和
合
シ
テ
成
二
ス
一
円
塔
一
ヲ
、
一
字
転
声
三
業
相
通
ス
ト
文
。
当
レ
ニ
知
ル
此
ノ
虚
円
月
輪
ハ
三
十
七
尊
ト
八
葉
九
尊
ト
ナ
リ
、
惣
体
能
生
ノ
万
法
之
本
源
也
。
右
記
の
文
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
第
五
問
答
の
記
述
が
一
致
す
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
ⅱ
）『
灌
頂
秘
口
決
』
第
五
問
答
問
フ
、
本
有
ノ
成
道
モ
、
則
チ
如
二
ク
修
生
一
ノ
五
相
五
輪
ノ
成
等
正
覚
ナ
リ
耶
、
如
何
。
答
フ
、
本
有
・
修
生
雖
モ
是
別
異
ト
、
五
相
五
輪
成
等
正
覚
ハ
、
似
同
不
異
也
。
依
レ
之
、
左
図
レ
ス
之
ヲ
。
文
ニ
云
ク
、
二
水
和
合
シ
テ
成
二
ズ
一
円
塔
一
ヲ
、
一
字
転
声
三
業
相
通
ス
ト
。
当
レ
ニ
知
ル
、
此
ノ
（
儲
）
虚
円
月
輪
ハ
三
十
七
尊
ト
八
葉
九
尊
ト
ノ
惣
体
ナ
リ
、
能
生
万
法
之
本
源
也
。
１２
傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
、
両
書
の
相
違
点
で
あ
る
。『
纂
元
面
授
』
第
二
問
答
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
第
五
問
答
を
比
較
す
る
と
、
相
違
（
儳
）
点
は
細
か
な
語
句
表
現
に
限
ら
れ
、
極
め
て
軽
微
で
あ
る
。
相
違
に
よ
っ
て
問
答
の
意
味
が
変
わ
る
こ
と
も
な
い
。
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
形
で
、『
纂
元
面
授
』
全
一
七
頁
（『
続
真
全
』
二
三
・
三
〜
一
九
頁
）
中
、
①
序
文
（
三
頁
上
）、
②
結
語
（
一
八
頁
下
）、
③
識
語
（
一
九
頁
上
〜
下
）
を
除
い
た
残
り
の
記
述
が
、『
灌
頂
秘
口
決
』
巻
上
・
中
の
内
容
（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
・
五
一
九
頁
〜
五
四
四
頁
）
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
守
山
氏
が
、「
立
川
邪
流
の
根
本
思
想
」
あ
る
い
は
「
立
川
流
的
」
と
評
し
た
「
纂
元
面
授
の
説
」
も
、
次
の
通
り
『
灌
頂
秘
口
決
』
内
に
見
出
さ
れ
る
。
ⅲ
）『
纂
元
面
授
』
第
二
問
答
理
趣
釈
ニ
云
ク
、
由
二
テ
瑜
伽
ノ
法
ノ
中
ニ
一
念
ノ
浄
心
相
応
一
ス
ル
ニ
、
便
チ
証
二
ス
真
如
実
際
一
ヲ
文
。
由
瑜
伽
法
ト
者
、
中
東
理
智
ノ
父
母
ノ
二
根
交
会
シ
和
合
相
応
ス
ル
ナ
リ
。
一
念
浄
心
相
応
ト
者
、
理
智
ノ
不
二
大
智
父
大
悲
母
、
互
ニ
無
二
キ
カ
余
念
一
故
ニ
云
二
ヒ
一
念
一
ト
、
無
二
無
三
ノ
故
ニ
云
二
ヒ
浄
心
一
ト
、
二
渧
混
和
ス
ル
カ
故
ニ
云
二
フ
相
応
一
ト
。
中
有
ノ
識
子
託
二
入
シ
二
渧
一
ニ
、
成
二
ス
ル
カ
解
脱
実
相
ノ
仏
身
一
ヲ
故
ニ
云
二
フ
便
証
真
如
実
際
一
ト
（
儴
）
也
。
秘
教
ノ
深
意
、
密
宗
ノ
実
義
、
伝
授
伝
法
ノ
正
意
ハ
但
在
二
リ
此
ノ
分
一
ニ
也
。
ⅳ
）『
灌
頂
秘
口
決
』
第
五
問
答
理
趣
釈
ニ
云
ク
、
由
二
テ
瑜
伽
ノ
法
ノ
中
ニ
、
一
念
ノ
浄
心
相
応
一
ス
ル
ニ
、
便
チ
証
二
ス
真
如
実
際
一
ヲ
文
。
由
瑜
伽
法
ト
者
、
中
東
理
智
ノ
父
母
ノ
二
根
交
会
シ
和
合
相
応
ス
ル
ナ
リ
。
一
念
浄
心
相
応
ト
者
、
理
智
ノ
欲
楽
、
至
極
終
窮
ス
レ
ハ
、
愛
情
徹
レ
シ
骨
ニ
、
互
ニ
無
二
シ
余
念
一
。
故
ニ
云
二
フ
一
念
一
ト
。
無
二
無
三
、
故
ニ
云
二
フ
浄
心
一
ト
。
二
心
ノ
欲
楽
更
ニ
無
二
シ
相
違
一
。
故
ニ
云
二
フ
相
応
一
ト
。
中
有
ノ
識
子
托
二
入
シ
二
渧
一
ニ
、
成
二
ス
ル
解
脱
実
（
儵
）
相
ノ
仏
身
一
ヲ
。
故
ニ
云
二
フ
便
証
真
如
実
際
一
ト
也
。
秘
教
ノ
深
意
、
密
宗
ノ
実
義
、
伝
授
伝
法
ノ
正
意
ハ
、
但
在
二
リ
此
ノ
分
一
ニ
也
。
１３ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
ⅲ
）
と
ⅳ
）
に
つ
い
て
も
、
傍
線
で
示
し
た
通
り
語
句
や
表
現
に
細
か
な
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
文
の
構
造
は
そ
の
ま
ま
で
（
儶
）
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
般
若
理
趣
釈
』
の
「
由
二
テ
瑜
伽
ノ
法
ノ
中
ニ
、
一
念
ノ
浄
心
相
応
一
ス
ル
ニ
便
チ
証
二
ス
真
如
実
際
一
ヲ
」
を
随
文
釈
し
て
、
第
一
に
五
方
の
「
中
」
と
「
東
」、
両
部
の
「
理
」
と
「
智
」、
さ
ら
に
「
父
」
と
「
母
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
根
」（
生
殖
器
）
の
間
の
相
応
を
示
し
、
続
い
て
、
父
母
そ
れ
ぞ
れ
の
「
白
」「
赤
」
の
二
精
渧
（
ま
た
は
「
欲
楽
」）
が
、「
交
会
」
を
通
じ
て
混
じ
り
合
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
最
後
に
、
中
有
の
「
識
」
が
、
未
来
の
父
母
の
交
会
を
見
て
愛
欲
を
起
こ
し
、
混
和
し
た
二
渧
に
入
る
こ
と
を
説
く
。
ⅴ
）『
纂
元
面
授
』
第
五
問
答
今
行
者
到
二
リ
阿
闍
梨
ノ
所
一
ニ
請
レ
ル
ニ
法
ヲ
、
瑜
伽
ノ
知
識
為
レ
ニ
息
ム
二
心
外
ニ
求
レ
ム
ル
法
ヲ
之
心
一
、
依
二
テ
無
覚
門
ノ
本
有
一
ニ
行
二
シ
入
壇
灌
頂
之
道
儀
一
ヲ
、
授
二
ク
一
切
衆
生
色
心
実
相
従
本
際
来
常
是
毘
廬
舎
那
平
等
智
身
乃
至
使
成
法
界
之
旨
一
ヲ
。
故
ニ
正
ク
指
二
シ
テ
輪
廻
受
生
ノ
初
後
一
（
儷
）
ヲ
、
直
ニ
示
二
ス
法
仏
成
道
始
終
一
ト
之
時
、
行
者
除
下
遍
二
詣
シ
十
方
一
ニ
求
二
メ
成
仏
一
ヲ
不
レ
ル
知
二
ラ
自
身
即
成
仏
一
之
愚
癡
上
ヲ
。
ⅵ
）『
灌
頂
秘
口
決
』
第
八
問
答
求
法
ノ
学
者
到
二
リ
知
識
ノ
所
一
ニ
請
レ
フ
ニ
法
ヲ
、
瑜
伽
ノ
知
識
為
レ
ニ
息
ム
二
外
求
法
之
心
一
ヲ
、
依
二
テ
無
覚
門
ノ
本
有
一
ニ
、
行
二
シ
入
壇
灌
頂
之
道
一
ヲ
、
授
二
ル
カ
一
切
衆
生
色
心
実
相
、
従
本
際
来
、
常
是
毘
廬
舎
那
平
等
智
身
、
非
是
得
菩
提
時
、
強
空
諸
法
使
成
法
界
之
旨
一
ヲ
故
ニ
、
正
ク
指
二
シ
テ
輪
廻
受
生
ノ
初
後
一
ヲ
、
直
ニ
示
二
ス
法
仏
成
道
始
終
一
ト
之
時
、
求
法
ノ
学
者
除
二
ク
遍
詣
十
方
求
成
仏
、
不
知
自
身
即
成
仏
之
愚
（
儸
）
癡
一
ヲ
。
加
え
て
、『
東
寺
印
信
等
口
決
』『
十
牛
訣
』
と
い
っ
た
大
慧
の
他
の
著
作
に
も
頻
出
す
る
「
無
覚
」
と
「
有
覚
」
二
種
の
本
有
概
念
に
（
儹
）
関
し
て
も
、
ⅴ
）
と
ⅵ
）
の
よ
う
に
、『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
で
ほ
ぼ
共
通
の
主
張
が
確
認
さ
れ
る
。
ⅰ
）
ⅱ
）
ⅲ
）
ⅳ
）
１４
の
よ
う
な
比
較
的
平
易
な
記
述
だ
け
で
な
く
、
ⅴ
）
ⅵ
）
の
よ
う
な
重
要
概
念
の
解
釈
ま
で
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、『
纂
元
面
授
』
と
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
記
述
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
く
、
ま
た
共
通
す
る
参
照
項
の
問
題
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
ご
く
一
般
的
に
考
え
て
、
一
方
が
他
方
の
底
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
加
え
て
、『
灌
頂
秘
口
決
』
は
、
時
間
の
面
で
明
ら
か
に
『
纂
元
面
授
』
に
先
行
す
る
。
だ
と
す
る
と
、『
灌
頂
秘
口
決
』
が
『
纂
元
面
授
』
の
底
本
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
灌
頂
秘
口
決
』『
纂
元
面
授
』
と
は
別
に
、
第
三
の
底
本
が
存
在
し
た
可
能
性
は
、
今
の
段
階
で
は
完
全
に
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、『
灌
頂
秘
口
決
』
が
『
纂
元
面
授
』
の
底
本
だ
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
そ
の
書
写
と
流
布
に
関
わ
っ
た
か
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
描
き
づ
ら
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
な
記
述
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
指
摘
を
最
終
的
な
結
論
と
し
て
、
底
本
と
著
者
の
問
題
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
五
結
論
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
第
四
章
で
言
及
し
た
事
例
以
外
に
も
、
検
討
す
べ
き
記
述
の
一
致
は
数
多
く
残
る
。
た
だ
、
こ
の
ま
ま
順
に
紹
介
と
考
察
を
続
け
て
も
、
不
必
要
に
煩
雑
な
内
容
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
こ
で
一
先
ず
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。
以
下
に
、
各
章
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。
①
識
語
に
よ
れ
ば
、『
纂
元
面
授
』
は
、
成
賢
が
勝
賢
よ
り
相
承
し
た
「
秘
口
」
の
記
録
で
あ
る
。
だ
が
伊
藤
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
成
賢
の
直
弟
子
の
憲
深
が
同
書
の
伝
授
に
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
偽
書
と
断
定
さ
れ
る
文
献
と
記
述
が
類
似
す
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
識
語
の
主
張
は
首
肯
で
き
な
い
。
１５ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
②
『
纂
元
面
授
』
は
、
序
文
と
識
語
、
お
よ
び
本
文
に
あ
た
る
計
二
九
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
問
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
灌
頂
儀
礼
の
解
釈
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
③
大
慧
は
、
鎌
倉
末
期
の
臨
済
宗
の
僧
だ
が
、
密
教
に
関
し
て
も
優
れ
た
知
識
を
有
し
て
い
た
。
同
僧
の
口
伝
を
問
答
形
式
で
書
き
残
し
た
も
の
が
『
灌
頂
秘
口
決
』
で
、
著
述
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
識
語
中
の
「
最
後
御
口
決
」
と
い
う
表
現
か
ら
一
三
一
二
年
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
④
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
三
重
相
伝
に
よ
る
灌
頂
で
あ
り
、
議
論
も
概
ね
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
た
だ
菊
地
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
灌
頂
の
背
景
と
な
る
教
理
・
思
想
、
儀
礼
そ
の
も
の
が
象
徴
す
る
密
教
説
の
肝
要
も
合
わ
せ
て
述
べ
る
文
献
で
も
あ
る
。
⑤
こ
れ
ら
『
灌
頂
秘
口
決
』
と
『
纂
元
面
授
』
を
比
較
す
る
と
、
細
か
な
語
句
や
表
現
に
相
違
は
存
在
す
る
が
、
序
文
・
識
語
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
記
述
内
容
が
合
致
す
る
。
こ
の
結
果
は
、『
纂
元
面
授
』
の
著
者
像
に
も
小
さ
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
。
最
後
に
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
く
と
、
先
ず
は
、
小
川
氏
が
、『
纂
元
面
授
』『
灌
頂
秘
口
決
』
と
共
に
一
括
し
て
研
究
す
べ
き
と
し
た
『
建
久
記
』（＝
『
石
室
』）
の
問
題
が
挙
が
る
。
は
た
し
て
『
建
久
記
』
と
『
纂
元
面
授
』『
灌
頂
秘
口
決
』
の
一
致
は
い
か
な
る
も
の
か
。
三
書
合
わ
せ
て
み
た
場
合
、『
灌
頂
秘
口
決
』
の
立
ち
位
置
は
ど
う
理
解
さ
れ
る
か
。
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
記
述
の
一
致
が
生
じ
た
理
由
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
そ
れ
を
主
導
し
た
か
。『
纂
元
面
授
』『
灌
頂
秘
口
決
』『
建
久
記
』
以
外
に
も
記
述
が
一
致
す
る
文
献
は
存
在
す
る
か
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
関
し
て
も
、
綿
密
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１６
註（ 
）
小
川
豊
生
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』（
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
・
脚
注
五
。﹇
＊
﹈
内
は
筆
者
注
。
（
 
）
小
川
氏
に
よ
る
と
、『
建
久
記
』
と
『
石
室
』
の
内
容
は
全
く
同
じ
だ
が
、
高
野
山
大
学
図
書
館
本
は
『
建
久
記
』、
真
福
寺
所
蔵
本
の
タ
イ
ト
ル
が
「
石
室
」
で
あ
る
と
い
う
。『
建
久
記
』『
石
室
』
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
小
川
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
・
脚
注
五
、
お
よ
び
、
伊
藤
聡
「
三
宝
院
流
の
偽
書
│
特
に
『
石
室
』
を
巡
っ
て
」（
錦
仁
、
小
川
豊
生
、
伊
藤
聡
編
『「
偽
書
」
の
生
成：
中
世
的
思
考
と
表
現
』
森
話
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
（

）
「
胎
内
五
位
」
は
、「
赤
白
二
渧
」
と
共
に
古
典
的
な
仏
教
の
胎
生
学
で
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
。
同
胎
生
学
で
は
、
懐
胎
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
胎
児
の
生
育
過
程
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
第
一
に
、
懐
胎
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
性
的
な
交
わ
り
を
通
じ
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
「
赤
白
二
渧
」
が
一
つ
に
な
り
、「
羯
羅
藍
」（kalala
）
と
呼
ば
れ
る
受
精
卵
が
子
宮
内
に
形
成
さ
れ
る
。
続
い
て
発
生
し
た
胎
児
の
成
長
は
、「
羯
羅
藍
」＝
受
精
卵
が
「
頞
部
曇
」（arbuda
）、「
閉
尸
」（peśī
）、「
健
南
」（ghana
）、「
鉢
羅
奢
佉
」（praśākhā
）
の
四
階
梯
（
胎
内
五
位
）
を
経
て
、
四
肢
を
具
え
た
胎
児
へ
生
育
し
、
出
産
に
い
た
る
（
胎
外
位
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仏
教
胎
生
学
と
「
胎
内
五
位
」「
赤
白
二
渧
」
の
詳
細
は
、See
Jam
es
H
.Sanford,“W
ind,W
aters,Stupas,M
andalas:
FetalB
uddhahood
in
Shingon,”
Japanese
JournalofRelig­
ious
Studies
vol.24,no.1-2
（1997
）,and
Frances
G
arrett,Religion,M
edicine
and
the
H
um
an
Em
bryo
in
Tibet
（London
:
R
outledge,
2008
）.
（

）
小
川
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
・
脚
注
五
参
照
。
（

）
伊
藤
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（

）
癡
兀
大
慧
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
詳
細
は
、
菊
地
大
樹
「『
灌
頂
秘
口
決
』
解
題
」（
中
世
禅
籍
叢
刊
編
集
委
員
会
編
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
（

）
小
川
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
二
七
四
〜
二
七
五
頁
。
（

）
『
纂
元
面
授
』
原
文
の
詳
細
は
、『
続
真
言
宗
全
書
』（
以
下
、『
続
真
全
』）
二
三
・
四
頁
下
参
照
。
（

）
菊
地
「『
灌
頂
秘
口
決
』
解
題
」
六
五
一
頁
参
照
。
（
儗
）
小
川
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
・
脚
注
五
参
照
。
（
儘
）See
Takahiko
K
am
eyam
a
“C
hikotsu
D
aie’s
V
iew
on
the
‘Inherent
Existence’
（honnu
）:
A
n
A
nalysis
of
Its
R
elationship
w
ith
the
Sangen
m
enju,”
JournalofIndian
and
BuddhistStudies
vol.66,no.3
（2018
）.
１７ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
（
儙
）
栂
尾
祥
雲
『
秘
密
仏
教
史
』（『
現
代
仏
教
名
著
全
集
』
九
、
隆
文
館
、
一
九
六
四
年
）、
お
よ
び
守
山
聖
真
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
（
儚
）
伊
藤
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
儛
）
『
続
真
全
』
二
三
・
一
八
頁
下
。
（
儜
）
勝
賢
と
成
賢
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
柴
田
賢
龍
『
日
本
密
教
人
物
事
典
』
上
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
）
三
六
四
頁
上
〜
三
八
一
頁
下
、
同
『
日
本
密
教
人
物
事
典
』
中
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
四
年
）
一
頁
上
〜
二
〇
頁
下
参
照
。
（
儝
）
『
続
真
全
』
二
三
・
一
九
頁
上
。
（
儞
）
伊
藤
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
償
）
守
山
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』
八
八
頁
。
（
儠
）
伊
藤
氏
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
同
書
﹇
＊
『
纂
元
面
授
』﹈
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
、
古
来
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
守
山
聖
真
の
よ
う
に
成
賢
真
撰
説
を
唱
え
る
論
者
も
い
る
が
﹇
２７
﹈、「
三
昼
夜
の
間
」
云
々
は
、『
須
秘
口
決
事
』
の
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
と
対
応
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
別
伝
と
い
う
べ
き
内
容
よ
り
見
て
も
、
や
は
り
偽
書
と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。」
詳
細
は
、
伊
藤
聡
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
儡
）
伊
藤
氏
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
後
宇
多
院
の
伝
授
識
語
に
よ
れ
ば
、
報
恩
院
流
の
伝
書
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
初
祖
た
る
憲
深
自
身
は
披
見
し
て
お
ら
ず
、
次
代
の
実
深
に
な
っ
た
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
成
立
が
憲
深
以
後
の
も
の
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。」
詳
細
は
伊
藤
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
儢
）
伊
藤
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
儣
）
伊
藤
氏
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
さ
ら
に
、
後
宇
多
院
の
伝
授
識
語
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も
、
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
文
保
二
年
﹇
＊
一
三
一
八
﹈
三
月
二
十
一
日
の
こ
の
日
、
後
宇
多
院
は
大
覚
寺
に
御
幸
あ
り
、
弘
法
大
師
御
影
供
を
修
し
て
い
る
か
ら
﹇
２８
﹈、『
纂
元
面
授
』
の
性
円
へ
の
伝
授
は
そ
の
当
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
事
実
と
み
な
し
て
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
識
語
の
真
偽
を
肯
定
或
い
は
否
定
す
る
材
料
は
な
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
同
書
の
成
立
は
文
保
二
年
﹇
＊
一
三
一
八
﹈
以
降
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
る
。」
詳
細
は
伊
藤
聡
「
三
宝
院
流
の
偽
書
」
二
二
一
頁
参
照
。
（
儤
）
序
文
に
つ
い
て
は
、『
続
真
全
』
二
三
・
一
頁
上
〜
下
参
照
。
（
儥
）
『
続
真
全
』
二
三
・
三
頁
上
。
１８
（
儦
）
拙
稿
「『
三
宝
院
灌
頂
釈
』
解
題
」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
一
二
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
七
二
一
〜
七
二
三
頁
参
照
。
（
儧
）
守
山
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』
八
四
〜
八
五
頁
参
照
。
（
儨
）
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
四
年
）
三
四
七
頁
参
照
。
（
儩
）
立
川
流
の
系
譜
、
教
説
、
社
会
的
な
意
味
等
に
つ
い
て
、
水
原
堯
栄
氏
以
降
、
守
山
氏
、
櫛
田
氏
、
近
年
で
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ケ
ッ
ク
氏
、
彌
永
信
美
氏
等
が
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
を
提
出
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
水
原
堯
栄
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』（
全
正
舎
、
一
九
二
三
年
）、
守
山
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』、
櫛
田
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』、
彌
永
信
美
「
立
川
流
と
心
定
『
受
法
用
心
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
二
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。See
also
Stefan
K
öck,“The
D
issem
ination
of
the
Tachikaw
a-ryû
and
the
Problem
of
O
rthodox
and
H
eretic
Teachings
in
Shingon
B
uddhism
,”
Indo
tetsugaku
bukkyōgaku
kenkyū
vol.7
（2000
）,N
obum
i
Iyanaga,“Secrecy,Sex
and
A
pocrypha
:
R
em
arks
on
Som
e
ParadoxicalPhenom
ena,”
in
The
C
ulture
ofSecrecy
in
Japanese
Relig­
ion,
ed.B
ernhard
Scheid
and
M
ark
Teeuw
en
（2006;
rep.,London
:
R
outledge,2011
）.
（
優
）
ま
た
、『
纂
元
面
授
』
に
対
す
る
栂
尾
氏
の
評
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
の
書
は
僅
か
に
七
行
十
四
字
詰
五
十
四
枚
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
き
わ
め
て
要
領
を
得
た
重
書
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
書
の
中
に
「
理
智
冥
合
、
赤
白
混
和
」
と
か
「
二
根
交
会
和
合
相
応
」
と
か
い
う
如
き
文
字
あ
る
故
を
も
っ
て
、
直
ち
に
立
川
流
の
邪
書
で
あ
る
と
か
、
成
賢
に
名
を
借
る
偽
書
で
あ
る
と
か
い
っ
て
け
な
す
も
の
が
古
来
尠
な
く
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
全
く
こ
の
書
の
内
容
を
真
面
目
に
検
討
せ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。」
詳
し
く
は
、
栂
尾
『
秘
密
仏
教
史
』
一
七
六
頁
下
参
照
。
（
儫
）
伊
吹
敦
『
禅
の
歴
史
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
九
頁
。
（
儬
）
末
木
文
美
士
「『
聖
一
派
』
総
説
」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
）
六
一
二
頁
。
（
儭
）
詳
し
く
は
『
仏
通
禅
師
行
状
』（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
）
五
七
五
頁
参
照
。
ま
た
、
癡
兀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
末
木
「『
聖
一
派
』
総
説
」
六
一
二
〜
六
二
九
頁
、
高
柳
さ
つ
き
「
日
本
中
世
禅
の
見
直
し
│
聖
一
派
を
中
心
に
」（『
思
想
』
九
六
〇
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
口
興
順
「
臨
済
宗
東
福
寺
派
と
天
台
宗
（
一
）
│
『
大
日
経
見
聞
』
の
筆
録
者
痴
兀
大
慧
に
つ
い
て
│
」（『
山
家
学
会
紀
要
』
一
、
一
九
九
八
年
）
等
参
照
。
（
儮
）
「
安
養
寺
流
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
・
阿
部
泰
郎
「『
聖
一
派
続
』
総
説
」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
一
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、
菊
地
大
樹
「『
安
養
寺
流
印
信
』
解
題
」（
同
）、
名
古
屋
市
博
物
館
・
真
福
寺
大
須
文
庫
調
査
研
究
会
編
『
大
須
観
音
い
ま
開
か
れ
る
、
奇
蹟
の
文
庫
』（
大
須
観
音
宝
生
院
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
（
儯
）
『
東
寺
印
信
等
口
決
』
と
『
菩
提
心
論
随
文
正
決
』
の
活
字
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
と
一
一
に
収
録
さ
れ
る
。
（
儰
）
本
書
①
が
、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
に
収
録
さ
れ
る
『
灌
頂
秘
口
決
』
の
底
本
で
あ
る
。
１９ 『纂元面授』と『灌頂秘口決』
（
儱
）
菊
地
「『
灌
頂
秘
口
決
』
解
題
」
六
五
一
〜
六
五
二
頁
。
（
儲
）
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
・
五
一
九
頁
下
。
（
儳
）
た
だ
、『
灌
頂
秘
口
決
』
の
場
合
、
右
記
の
第
五
問
答
の
直
後
に
「
胎
内
五
位
」
の
図
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
詳
し
い
解
説
を
述
べ
る
。『
纂
元
面
授
』
第
二
問
答
の
後
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
そ
の
点
で
は
二
書
は
相
違
す
る
と
も
指
摘
で
き
る
。
詳
し
く
は
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
・
五
二
〇
頁
下
〜
五
二
一
頁
上
参
照
。
（
儴
）
『
続
真
全
』
二
三
・
四
頁
下
。
（
儵
）
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
・
五
二
二
頁
下
。
（
儶
）
『
大
正
』
一
九
・
六
〇
八
頁
中
。
（
儷
）
『
続
真
全
』
二
三
、
八
頁
下
。
（
儸
）
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
・
五
二
八
頁
上
。
（
儹
）
大
慧
に
お
け
る
無
覚
と
有
覚
の
本
有
に
つ
い
て
は
、
末
木
「『
聖
一
派
』
総
説
」、
拙
稿
「『
東
寺
印
信
等
口
決
』
解
題
」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
四
）、
加
藤
み
ち
子
「
痴
兀
大
慧
の
『
廓
庵
十
牛
図
』
解
釈
」（『
東
方
』
三
二
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
２０
